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概要 
本研究の目的は、子どもの言葉に見られる文法構文

の過剰一般化が見られなくなる時期への示唆を得るこ
とである。 

Schwab, Lew-Williams & Goldberg(2018) の実験から、
新規の冠詞学習に関して 6歳児と大人で差が見られる
ことが明らかとなったが、過剰一般化が見られなくな
る時期については言及されていない。そこで、本研究
では 6～8 歳の日本語単一母語話者の子どもを対象に
同様の実験を行った。 

分析の結果、新規の冠詞学習についての正答率に関
して、年齢による有意傾向が見られることが確認され
た。また、過剰一般化の傾向について、練習頻度が高
い方の冠詞に過剰一般化することが確認された。 
 
キーワード：過剰一般化、冠詞、条件付け、人工言語 

1. はじめに 

子どもは、大人の使った言葉を手がかりとしながら、

自ら言語の法則を見出し、語彙や文法を増やすことで、

第一言語を獲得していくと考えられている。 

その過程で、子どもは「新しい紙」のことを「新し

いの紙」と言ったり（Murasugi,Nakatani and Fuji, 2009）、

「膨らませて」のことを「膨らんで」と言ったり（鈴

木, 1987）と、大人の言語から見ると誤用とされる文や

表現を産出することがある。このような誤用は、言語

習得過程にある子どもが、身の回りの限られた言語情

報を過剰に一般化することで起こると考えられており、

こうしたエラーは、言語の「過剰一般化」と呼ばれる

（Goldberg, 2019他)  。  

2. 先行研究と研究課題 

子どもの言語に見られる過剰一般化について、

Schwab, Lew-Williams & Goldberg(2018)は人工言語を用

いた実験を行った。具体的には Schwabらは、英語母語

話者の６歳児と大人を対象に、性別が条件付け要因と

なった人工冠詞を学習させた。その結果、6 歳児は明

確に男女が区別できているにも関わらず、学習時に登

場しなかった新たな人物が提示された際、特に学習頻

度が高かった方の冠詞に単純化した過剰一般化を行う

傾向があることが判明した。一方で、大人は新たな登

場人物に対しても適切な冠詞を使用することが確認さ

れた。このことから、子どもは大人に比べ、メタ認知

スキルとワーキングメモリが不十分であるため、条件

付け要因を適切に捉えられず、言語の過剰一般化が起

こることが示唆された。 

Schwab らの実験から、新規の冠詞学習に関して、6

歳児と大人で差が見られることが明らかとなった。し

かし、大人と同様に条件付け要因を適切に判断できる

ようになる年齢、つまり、適切な一般化が可能になる

年齢については未だ明らかとなっていない。 

そこで、本研究では以下の仮説を設け、6歳～8歳の

日本語母語話者の子どもを対象に Schwab らと同様の

手法を用いた実験を行った。 

仮説 1：年齢が上がるにつれ適切な一般化が可能と

なり、8歳頃には大人と同程度の正答率となる。 

仮説 2：練習頻度の高かった方の冠詞に過剰一般化

する傾向がある。 

なお、本実験において対象を 6歳からとしたのは、

Schwabらの実験において6歳の子どもは適切な一般化

ができないことが判明していたためである。また、対

象を 8 歳までとしたのは、予備実験を行った際に、8

歳の子どもが適切な一般化を行っていたためである。 

3. 研究方法 

実験参加者は、日本語単一母語話者の 6歳の子ども
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13人（男児：7人、女児：6人）7歳の子ども 28人（男

児：12人、女児：16人）、8歳の子ども 20人（男児：

9 人、女児：11人）であった。 

実験は参加者の人工冠詞の産出の正誤を従属変数と

し、参加者の年齢を参加者間要因、実験アイテムの呈

示頻度および新旧を参加者内要因とするデザインで行

った。 

実験手順は、同一の実験参加者に対して、学習試行

とテスト試行の 2つを連続して行った。学習試行にお

いて参加者はイラスト（例：女性の歌手）を提示され、

新規の人工的冠詞「ポ」及び「ダックス」を用いた短

文を学習した（例：「ムープポ歌手」）。「ポ」はイラス

トの性別が女性の時、「ダックス」は男性の時に用いら

れたが、この条件付けは説明されないため、参加者が

自ら条件付けを認識する必要があった（図 1）。 

 

 

図 1 学習試行で用いたイラスト 

 

テスト試行においては、学習試行では登場しなかっ

たイラストや、学習試行とは性別の入れ替わったイラ

ストが登場し、参加者は提示されたイラストに基づい

て自ら短文を産出した（図2）。 

 

図 2 テスト試行で用いたイラスト 

 先行研究を踏襲し、実験に用いた全 13イラスト中、

3 つ（本、ボール、リンゴ）は無生物とした。これら

のイラストは性別での分類が存在しないため、冠詞は

語彙的に条件付けられた。イラストに無生物が一部登

場した理由は、自然言語の状態を再現したためである。

自然言語においては必ずしも規則的な条件付けのみが

用いられるわけではなく、不規則な語彙的条件付けも

存在する。そのため、先行研究および今回の実験では、

冠詞の条件付け要因が 77％の確率で性別と結びつくよ

うに設定した。77％は確率として顕著であり、大人で

あれば容易に適切な産出を行うことができる。したが

って、無生物を用いることで過度に難易度が上昇する

とは考えにくく、自然言語の状態を再現した上で子ど

もの文法構文における過剰一般化の傾向を知ることが

できると考えられる。 

分析には、R（R Core Team,2020）上で、lm4パッケ

ージ （Bates 他,2015）を用いた混合モデル分析（参加

者と刺激をランダム要因として含む）を行った。なお、

テスト試行において新たに提示された無生物のイラス

ト（リンゴ）に関しては正答が存在しないため、リン

ゴの回答結果は分析には含まれなかった。 

4. 結果 

年齢別正答率に関して、6歳（M = 0.65，SD = 0.48）

と 7歳（M = 0.76，SD = 0.43）では、有意な差は見ら

れなかった（p> 0.2） 。また、7歳と 8歳（M = 0.87，

SD = 0.34）では有意な差は見られなかったが、8歳の

正答率が 7歳に比べて高いという有意傾向が見られた

（Estimate = 0.971， SE = 0.537, z = 1.809, p = 0.070）。そ

して、8 歳の正答率は 6 歳に比べて有意に高かった

（Estimate = 1.506, SE = 0.579, z = 2.599, p = 0.009 < 0.05）

（図 3）。 

 

図 3 年齢別正答率 
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 練習頻度別正答率に関して、学習頻度が 3回であ

った冠詞の正答率は、2 回であった冠詞の正答率より

も有意に高かった（Estimate = 0.973, SE = 0.250, z = 

3.887, p < 0.001）（図 4）。 

 

     図 4 練習頻度別正答率 

5. 考察 

実験の結果、年齢によって有意な違いが必ずしも現

れるわけではないものの、年齢が上がるにつれ徐々に

適切な一般化が可能となっていくことが示され、仮説

1 は部分的に支持された。 

文法構文の適切な一般化が可能となる年齢について

は、今回の実験では明らかにならなかった。先行研究

で大人の正答率がほぼ100％であったことを考えると、

今回最も年齢の高かった 8歳の群であっても大人と同

程度の正答率までに到達することはできなかったとい

える。そのため、今後、より年齢の高い子どもを対象

に実験を行い、適切な一般化が可能となる年齢につい

て調べる必要がある。加えてその際には、大人の日本

語母語話者に対しても同様の実験を行い、正答率の比

較をする必要があるだろう。 

また、練習頻度別正答率の結果から、仮説 2が支持

された。これは先行研究と同様の結果であり、文法の

変化条件を正しく特定することができなかった場合に、

子どもが最もアクセスしやすい情報を頼りに言語を産

出することで過剰一般化が起こるという可能性が示唆

された。 

最後に、本論文において「ポ」と「ダックス」を「冠

詞」と表現してきたが、日本語には冠詞に当たる文法

項目はない。そのため、実験参加者はこれらの冠詞を

「ムープ」の語尾変化を始めとした他の文法項目とし

て捉えていた可能性もある。今回の分析は、文法構文

の適切な一般化が行われるか年齢を調べることが目的

であり、文法構文の品詞への認識が話者の中でどのよ

うなものとなっているのかを調べることは目的としな

かった。したがって、参加者が「ポ」「ダックス」を冠

詞と捉えているのか、動詞の語尾変化など他の文法項

目だと捉えているのかについては問題としなかった。

しかしながら、この点に関しては、今後、「ポ」と「ダ

ックス」という言葉の難易度が日本語母語話者の子ど

もにとって適当であったかどうかという点も含めて検

証していく必要があると考えられる。 
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